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(1) ナノレコレプシーの睡眠発作と姿勢との関係を追求するため， Sto01 (背もたれのない椅子に坐
一ー 168 一個
らせた姿勢) Chair (背もたれのある椅子に坐らせた姿勢) Bed (寝せた姿勢)の三種の条件を設定
し，昼間にそれぞれ約50分間記録した。
ナ jレコレプシーの全記録時間中に占める睡眠時間の割合は， Stoo1, Chair, Bed でそれぞれ平均
70.3~ ， 79.9~ ， 96.1~ と正常者の 15.6~ ， 22.3~ ， 44.6~ と比べて明らかに長く睡眠状態にあっ
た。賦活睡眠の出現した例は，ナノレコレプシーの Stoo1 では18名中 2 名， Chair 18名中11名， Bed で
は18名中15名と不安定な姿勢では賦活睡眠の出現する例は少ない口正常者で賦活睡眠の出現した例は
なかった口
またナノレコレプシーの Stoo1 での賦活睡眠は出現潜時は 37.5 分と著しく長く，持続時間も 30秒か
ら 1 分と短かい。 (Bed では 10 分前後)さらに急速な眼球運動は現れないが， 筋電図が消失し，脳
波が非同期化した状態が 10 秒から 20 秒の短時間出現することが 2 名に認められ，これを賦活睡眠の
abortive form と考えた口
(2) ナノレコレプシーの入眠初期に出現する賦活睡眠と他の時期jに出現する賦活睡眠との相違点を明
らかにするため，ナノレコレプシー 9 名，正常者 8 名を Bed に寝かし， 各賦活睡眠期に被検者の名前
を呼び呼名刺激 (80--85 db，平均刺激間隔 3.4秒， 5 回刺激)を用い，脳波上の覚醒反応および乙れ
に応じる押しボタンを押す運動反応を観察した。
覚醒反応は，第一回の呼名刺激で全例出現した。他方運動反応は，ナノレコレプシーの入眠初期の賦
活睡眠では第 1 回の呼名刺激では全くみられず，第 2 回の刺激で始めて押した例が18例中 6 例，第 3






(3) ナノレコレプシー22名，正常者 8 名に一昼夜記録を行ない睡眠動態を観察した。全睡眠時間はナ
Jレコレプシ一平均721. 4分，正常者平均322.5分であったロ賦活睡眠に関しては，夜間の睡眠時聞に占
める賦活睡眠の割合はナ jレコレプシー19.5~，正常者17.0~ と有意の差は認められなかった。ナノレコ
レプシーでは賦活睡眠に移行する際，覚醒から直接あるいは，短時間の傾眠状態を経て賦活睡眠に移
行する場合が多かった。(ナ Jレコレプシ一平均86.6~，正常者14.3労)
〔総括〉
1 ，ナ jレコレプシーは昼間正常者に比べて長時間にわたり，より深い睡眠状態を示した。
2 ，賦活睡眠に関しては，ナノレコレプシーは不安定な姿勢においては安楽な姿勢と比較して，賦活
睡眠の出現頻度が著しく少なく，出現潜時も長く，持続時間も短かかった。また入眠初期の賦活睡眠
の出現は著しく抑制された。
3 ，ナノレコレプシーの入眠初期の賦活睡眠は他の時期の賦活睡眠と比較して運動反応の抑制が認め
られた。知覚反応 lこは差が認められない。
4 ，ナノレコレプシーでは夜間睡眠において賦活睡眠の占める割合は正常者に比し，有志の差が認め
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られなかった。
5 ，ナ Jレコレプシーが賦活睡眠に移行するに際して，覚醒から直接あるいは短時間の傾眠状態を経
て，これに移行する場合が多い。
論文の審査結果の要旨
著者は過去約10年間に集積された賦活睡眠の研究成果を用いて，ナJレコレプシーの各症状の発生機
序に関する病態生理学的意義づけを行なった。
また，ナノレコレプシー患者の賦活睡眠の特異性を明らかにしただけでなく，ナノレコレプシーの診断
規準を明確にしたことは，精神神経科学的にも意義ある知見を提出したものと考える。
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